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本講演のねらい 

1. 英語を使うための PPP と TBLT という指導法の「理論」を理解する。 

2. PPP と TBLT が、日本の英語教育でどう具体化されているか「実践」を理解する。 

3. ISLA 研究の観点から、「理論」と「実践」の繋がりを探り、英語授業の改善に活

かせるようになる。 
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オンライン Noteマガジン 

「忙しい教師のための『あたらしい第二言語習得論』のエッセンス」 

 

鈴木祐一 (2024)『あたらしい第二言語習得論―英語指導の思い込みを変える』（研究社）の内容に基づき、SLA

研究の知見を、多忙な先生方が日々の指導を見直すためのヒントに繋がる形で、分かりやすく解説しています。 

 

＜講演テーマと特に関連する記事例＞ 

• SLA研究と英語教育について 

o 【コラム記事】「SLA は日本の英語教育に役立たない」は本当？ 

o 【コラム記事】SLA と ISLA、どう違う？―英語の先生が知っておくべき第二言語習得研究の最

前線 

• 高校英語授業と文法指導について 

o 「なぜ文法を知っていても話せない？（Part 1, 2）」 

o 高校「英語コミュニケーション」の文法指導が変わる！【最新論文から３つのポイントを分かり

やすく解説】 

• その他、ペアワーク、発音指導、フィードバックに関する実践的な記事もあります。 

 

【アクセス方法】 QR コードから note ページをご覧いただけます。 
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